
はしがき

本報告書は、当研究所が令和 2～ 4年度外務省外交・安全保障調査研究事業（発展型
総合事業）「国際秩序の転換期における日本の秩序形成戦略―台頭する中国と日米欧の新
たな協調」のサブ・プロジェクトの一つとして実施してきた研究プロジェクト「『新時代』
中国の動勢と国際秩序の変容」における 1年目の研究成果をとりまとめたものです。

米中の対立と戦略的競争は、軍事・安全保障から先端技術、サプライチェーンの支配、
新型コロナ対応をめぐるナラティブに至るまで、あらゆる分野で一層激化し、ルールに
基づく国際秩序は一層激しい試練に直面しています。
国際社会が急速に拡大した新型コロナウイルス感染への対応に苦しむ中で、中国は法
の支配や領土問題に関する一層強権的・高圧的な内外政策や、「一帯一路」などの従来の
経済構想に加えてコロナ対応を通じても影響力の拡大の動きを進め、米国がこれに対応
する構図が深まり、インド太平洋は分断と競争の大洋となる様相を深めています。

本プロジェクトは、内政と国際関係の両側面から、今日の習近平政権下の中国の現状
と課題を分析し、今後を展望しようとするものです。ここに収められた各論文は、3年
プロジェクトの初年度の研究の成果です。

ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表するも
のではありません。この研究成果がわが国の外交実践に多く寄与することを心より期待
します。本報告書に対する忌憚なきご意見、ご批判をいただければ幸いです。

最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、
ならびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。
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公益財団法人　日本国際問題研究所
理事長　佐々江　賢一郎
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